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論文内容の要旨

本研究は、地盤の力学現象に係わる諸問題の解決を効果的に行う一手法として、拡張 TYPE-C 予測手法を提案する

とともに、提案手法をいくつかの地盤の力学現象に係わる諸問題に適用することにより、その有用性を検証したもの

である。

第 1 章は序論であり、本研究の背景と目的および論文の内容と構成について述べている。

第 2 章では、まず、地盤工学における TYPE-C 予測の背景と意義を明らかにするとともに、 TYPE-C 予測の結果に

加え、TYPE;C予測によって検証されたモデ、ノレにおける特定のパラメータを変動させた予測結果を用いることにより、

地盤の力学現象に係わる諸問題を効果的に解決する手法として拡張 TYPE-C 予測手法を提案している。

第 3 章から第 5 章では、地盤の力学現象に関わる 3 つの問題に対し、拡張 TYPE-C 予測手法を適用している。第 3

章では、砂杭と軟弱粘土との複合地盤の圧密沈下の問題に適用している。その結果、複合地盤を構成する砂杭および

粘土が、それぞれ破壊による非線形圧縮せん断挙動および非線形体積圧縮挙動によって支配されることを明らかにす

るとともに、その両者の力学的相互作用としての圧縮沈下メカニズムを解明している。さらに、複合地盤の沈下低減

メカニズムを解明するとともに、応力分担特性および沈下低減特性に及ぼす置換率および載荷圧力増分の影響を明ら

かにしている。

第4 章では、薄層支持杭の鉛直支持力特性、特に杭先端での支持力特性の問題に適用している。その結果、薄層支

持杭における杭先端地盤の力学挙動を解明するとともに、杭先端での支持メカニズムはパンチングせん断破壊によっ

て支配されること、および杭の先端支持特性に及ぼす支持層厚の影響について明らかにしている。

第 5 章では、立坑掘削における土留め壁背面地盤の 3 次元的変形特性の問題に適用している。その結果、立坑掘削

時における土留め壁背面地盤の 3 次元的変形挙動とそのメカニズムを解明するとともに、その 3 次元的変形特性に及

ぼす掘削幅、掘削深度、地盤の内部摩擦角、および土留め壁の変形パターンの影響について明らかにしている。さら

に、土留め壁背面地盤において有意な変形が生じる範囲を合理的に評価するための指標を新たに提案するとともに、

その指標を用いた変形影響範囲の推定方法を提案している。

第 6 章では、第 3 章から第 5 章の成果の総括を通して、拡張 TYPE-C 予測手法の有効性と信頼性を検討している。

その結果、拡張 TYPE-C 予測手法による成果がモデルの再現能力に依存していることを指摘するとともに、検討対象

の力学現象における情報を分類し、それらのa情報がモデルの再現能力の検証において果たす役割を明らかにしている。

第 7 章は結論であり、本研究の内容を総括するとともに、各章で得られた成果を要約している。
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論文審査の結果の要旨

地盤の力学現象に係わる問題の解決に当たっては、実際に生じている現象の把握、その現象を支配しているメカニ

ズムの解明、および現象に対する影響要因分析が必要である。これらを遂行するための手法としては、実際の現象を

直接観測する直接的手法とモデ、ルの挙動を観察する間接的手法の 2 つに大別される。一般に、直接的手法の結果は、

非常に信頼性の高いものであるが、それのみによって問題の解決が図られる場合は非常に希である。一方、間接的手

法は非常に効率的かっ効果的で、あるが、モデ、ノレ化の近似度の問題が常に存在する o

本研究は、直接的手法と間接的手法の成果を相互に補わせることにより、地盤の力学現象に係わる問題を効率的か

っ効果的に解決する一手法として、拡張 TYPE-C 予測手法を提案するとともに、この手法を地盤の力学現象に係わる

3 つの問題に対して適用することにより、その有用性を検証したものである。

以上の結果を具体的に要約すれば、以下の通りである。

(1) 地盤の力学現象に係わる諸問題を高い信頼性を保ちつつ、効率的に解決する方法として、拡張 TYPE-C 予測手

法を提案している。

(2) 3 つの地盤の力学現象に係わる工学的な問題、すなわち、砂杭が打設された軟弱粘土地盤の力学特性、薄層支

持杭の鉛直支持力、および立坑掘削における土留め壁背面地盤の変形特性の問題に対して、拡張 TYPE-C 予測

手法の適用性があることを確認している。

(3) 以上の適用例における成果を総括し、拡張 TYPE-C 予測手法の有用性を検証するとともに、得られた成果の信

頼性に及ぼすモデルの特性を明らかにしている。

以上のように、本論文は、拡張 TYPE-C 予測手法を提案し、その有用性を検証することにより、地盤に係わる諸問

題への新しいアプローチ手法を提案したものであり、地盤工学および土木工学の発展に寄与するところが大きい。よ

って本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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